
１． 日時

２． 場所

３． 事業概要

４．

５． その他

※

担当者

連絡先

記者クラブ取材情報
熊谷市

事業の名称等

（目的）携帯電話やスマートフォンの利用のルールについて、家庭で大人が手本となって取り組む
ことで、子供たちの健全育成に資する。
（内容）携帯電話やスマートフォンの利用のルールについて、保護者が中心となり家庭で取り組む
「４つの実践」を定めたリーフレットを作成した。
（経緯）熊谷市では、「熊谷の子どもたちは、これができます！『４つの実践』と『３減運動』」
に取り組んでいる。各小中学校はもとより、市報で広く市民に呼びかけ、市をあげて推進している
ものである。今回の取組は、この中の３減運動「携帯電話やパソコンに触れる時間を減らします」
を具体化したものである。保護者の間から特に「このことを家庭で指導するときのよりどころとな
るものが欲しい」という声があり、市内のＰＴＡの代表が集まり、検討を重ね、大人が手本となっ
て実践したいことを４つにまとめた。
（影響・効果）携帯電話やスマートフォンについては、家庭で利用することがほとんどであるこ
と、また、買い与えた保護者の責任によるところが大きいことから、保護者が統一して取り組む指
針を示したことは、有効な手立てであるといえる。特に携帯電話やスマートフォンを介した、いわ
ゆる「ネットいじめ」に対しても、これを防ぐための有効な手立てとなる。

・熊谷市ＰＴＡ連合会及び各小中学校ＰＴＡが中心となって取り組むこと。
・熊谷の子どもたちは、これができます！『４つの実践』と３減運動』と連携して取り組むことで
より効果があること。
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熊谷市 保護者の「スマートフォン『４つの実践』」 

平成２７年 ２月２４日発表 

担当課：学校教育課 
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「チェック項目」一覧

□ スマートフォンの利用目的を明確にする。 □ ネットの悪口やいじめに一人で悩まない。不安なことが
□ 利用目的に応じたフィルタリングを設定する。 あったら、必ず保護者に相談する。
□ ３つのフィルタリングを導入、設定する。 □ いきなり「お金を払え」と表示されても払わない。困った
□ 保護者が知らない（分からない）サービスは ときは消費者センターに相談する。

使わせない。 □ 万一、有害サイトにアクセスしても、メールの返信はしな
□ 使用しない時間帯を決める。 い。絶対に電話での連絡はしない。
□ ネット上に不用意に個人情報や悪口を書き込まない。 □ 出会い系サイトで知り合った人と会わない。一人で会わ
□ 会員登録やアプリ（ゲーム、音楽）のダウンロードを ずに、保護者に相談する。

する場合は相談する。 □ 作った人や写っている人の権利を大切にする。無断で勝
□ 心当たりの無いメールは開かずに削除する。 手に使わない。
□ 迷惑メールやチェーンメールは無視する。 □ 「ながら」操作は危険なので絶対にしない。

「相談窓口」について

熊谷市教育委員会 教育相談窓口 ０４８－５２４－１１１１（内線５５１）
「教育１１０番」 （毎日対応 ２２時以降は、翌日対応） ０４８－５２５－７８３０

県立総合教育センター よい子の電話教育相談 （保護者用） ０４８－５５６－０８７４
（子供用） ０１２０－８６－３１９２
（メール相談）soudan@spec.ed.jp

埼玉県警察少年サポートセンター（月～金曜日 8:30~17:15） （保護者用） ０４８－８６５－４１５２
（子供用） ０４８－８６１－１１５２

けいさつ総合相談センター（月～金曜日 8:30~17:15） ＃９１１０ または ０４８－８２２－９１１０

埼玉県消費生活支援センター（月～金曜日 9:00~16:00） 熊谷 ０４８－５２４－０９９９

◎子供と一緒に話し合いながら、子供が実行できる無理のない具体的なルールを考えましょう。
◎ルールが決まったら、紙に書いてリビング等に貼っておきましょう。

１ ルールを守れなかったときの約束をきめておく。
２ ルールは子供の成長に合わせて見直しをする。
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